


は じ め に 

 

 神戸は、六甲山をはじめとする緑の山々、海につながるなだらかな傾

斜地に広がるまちなみ、国際港都として発展してきた港と風光明媚な海

岸線、西北神に広がる豊かな田園などからなる緑豊かな美しい都市です。 

 これらの豊かな緑は、100 年以上前からはじまった六甲山の緑化活動

をはじめ、1971（昭和 46）年から始まった「グリーンコウベ作戦」

など、緑を守り育てる取り組みを連綿と続けてきた成果であり、今では

全国に誇れるかけがえのない緑の財産となっています。 

  

神戸市では、2000（平成 12）年 7 月に 50 年後、100 年後の神戸が緑の豊かな都市であること

を願い、緑に関する長期的な総合計画として「緑とともに永遠に生き続ける都市＝緑 生
りょくせい

都市
と し

」を基本

理念とした「神戸市緑の基本計画（グリーンコウベ 21 プラン）」を策定しました。 

 この計画では、それまでの神戸の緑に対する取り組みを発展的に継承して、緑地の配置や整備の方

針、また緑化や緑の保全・育成などに関する方針を盛り込んだものであり、その方針に従い、現在ま

で市民と協働で緑のまちづくりに取り組んできました。 

 

 計画策定後 10 年余りが経過し、この間、少子・超高齢化や地球環境問題の顕在化など、都市を取

り巻く社会経済情勢は大きく変化し、拡大成長期から成熟期への転換期にきております。そのため、

これまでの 10 年間の緑のまちづくりについて検証・評価するとともに、神戸市における緑が果たす

べき役割の変化に対応させた計画へと見直す必要が生じました。 

 そこで、当初計画から継承すべき施策や見直しが必要な施策、また時代に即して新たに取り組むべ

き施策について盛り込んだ計画へと改定を行いました。 

 

2010（平成 22）年 1 月 17 日には、「震災復興から生まれた“元気”を未来へ伝えるためにつく

り続ける」をコンセプトとする「みなとのもり公園（神戸震災復興記念公園）」が開園しました。この

公園は、様々な世代の方々や団体が参加し、ともに管理運営を行っています。この公園が象徴的に示

しているように、多様なひとが集まり、みんなが活躍することによって、新たな豊かさをともに創造

することがこれからの緑のまちづくりのあるべき姿であると考えます。 

これからも、神戸がより一層緑あふれる、魅力あるまちになるように、市民の皆様とともに「緑生

都市＝神戸」の実現をめざしていきましょう。 

 

平成 23 年 3 月 

 

 

                    神戸市長   
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